
今月の主な内容 今月の表紙

平成20年度の新しい区長さん決まる……………２
食品衛生協会と災害協定を締結…………………３
地上波デジタル放送対策について………………４
町職員の人事異動について………………………５
まちの話題…………………………………………６
健康・福祉ガイド…………………………………７～８
お知らせ・募集……………………………………９
ふれあいネット……………………………………10～13
消防だより・お知らせ……………………………14
町民カレンダー……………………………………15
町道紀州サン・リゾートライン供用開始………16

　総合運動場（若もの広場）に完成した多目的人
工芝グラウンドで、練習に励む野上ジュニアサッ
カークラブの子どもたち。

（11 面に関連記事）
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平
成
20
年
第
１
回
紀
美
野
町
議

会
定
例
会
は
、
３
月
11
日
に
招
集

さ
れ
、
25
日
ま
で
の
15
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
20
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
特

別
会
計
及
び
企
業
会
計
当
初
予

算
、
条
例
の
制
定
な
ど
案
件
38
件

が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

議　

案

条
例
の
制
定

□
紀
美
野
町
後
期
高
齢
者
医
療
に  

　

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
長
及
び
副
町
長
の
給

　

与
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

※
４
月
か
ら
１
年
間
、
町
長
が　

３
万
円
、
副
町
長
が
２
万
円
、　

そ

れ
ぞ
れ
給
与
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

□
紀
美
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長

　

の
給
与
等
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

※
４
月
か
ら
１
年
間
、
教
育
長
の

給
与
が
１
万
円
減
額
さ
れ
ま
す
。

□
紀
美
野
町
特
別
会
計
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
総
合
運
動
場
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て

　

※
総
合
運
動
場(
若
も
の
広
場)

　

に
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

が
完
成
し
た
た
め
。

□
紀
美
野
町
老
齢
者
医
療
費
助
成

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
重
度
心
身
障
害
者
医

　

療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て

□
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険
診
療

　

所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
介
護
保
険
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
課
設
置
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

※
機
構
改
革
に
伴
い
、
防
災
課

　

を
廃
止
し
、
業
務
は
総
務
課
に

　

移
り
ま
し
た
。

人　
　
　

事

□
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

氏
名　

潰
崎　

泰
彦
氏

□
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

氏
名　

平
畑　

榮
治
氏

規
約
の
変
更

□
和
歌
山
県
市
町
村
非
常
勤
職
員

　

公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の
一

　

部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

□
国
民
健
康
保
険
野
上
厚
生
病
院

　

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

　

規
約
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
平
成
19
・
20
年
度
紀
美
野
町
総

　

合
運
動
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備

　

工
事

　

契
約
金
額

　
（
１
億
３
，
５
３
４
万
５
千
円
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更

□
平
成
19
年
度
紀
美
野
町
防
災
行

　

政
無
線
通
信
施
設
整
備
工
事

　

契
約
金
額

（
２
億
９
，０
１
４
万
３
，３
５
０
円
）

□
平
成
19
年
度
河
北
・
志
賀
野
簡

　

易
水
道
統
合
工
事

　

契
約
金
額
（
１
億
１
４
３
万
円
）

※
な
お
、
予
算
関
係
は
広
報
４

月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り第

一
回
定
例
議
会

　

地
区
の
お
世
話
や
ま
と
め
役
と

し
て
、
ま
た
、
町
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
色
々
お
世
話
し
て
い
た
だ

く
平
成
20
年
度
の
区
長
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。(

敬
称
略
）

【
地
区
名
】 

【
氏　

名
】 

下
佐
々 

根
来　
　

平  

吉　

見 

山
本　

慶
一  

海
南
鋼
管 

平
木　
　

勇

動　

木 

段
木　
　

賢  

緑
ヶ
丘 

湯
上　

忠
育  

平 

大
野　

修
宏  

小　

畑 

垣
内　

主
税  

希
望
ヶ
丘 

中
屋　

泰
和 

柴　

目 

橋
本 

清
次
郎  

長　

谷 

内
田　

礼
誉  

吉　

野 

西
口　

友
啓  

福　

井 

殿
垣
内 

容
子  

中　

田 

与
畑　

喜
義  

梅　

本 

折
阪　

昌
照  

奥
佐
々 

日
浦　

英
二  

坂　

本 

松
尾　

好
純  

松　

瀬 

山
谷　

惠
國  

釜　

滝 

南　
　

正
一  

西　

野 

志
賀
谷 

安
昭  

東　

野 

東
浦　
　

彰  

国
木
原 

大
浦　

龍
三  

福　

田 

中
家　

忠
詞  

神
野
市
場
１ 

尾
花　

延
弥 

神
野
市
場
２ 

新
谷　

誠
良 

神
野
市
場
３ 

坂
上　

雅
洋 

神
野
市
場
４ 

福
嶋　

英
孝 

野　

中 

森
本　

祐
司  

安　

井 

樋
瀬　

清
司  

南　

畑 

寺
中　
　

清  

箕　

六 

上
垣　

謙
治  

樋　

下 

森
谷　

明
弘  

永　

谷 

森
下　

宗
泰  

上
ケ
井 

横
山　

健
司

三
尾
川 

松
尾　

詩
朗

大　

角 

今
熊　

研
之

津　

川 

下
峯　

健
次

明　

添 

中
谷　

泰
造

鎌　

滝 

下
畑　

雅
昭

赤　

木 

中
谷　

修
和

高　

畑 

新
家　

壽
夫

桂　

瀬 

東　
　

克
彦

今　

西 

中
家　

昭
二

松
ケ
峯 

峯
尾　

佳
伸

菅　

沢 

東
浦　

弘
至

田 

榎
本　

孝
幸

谷 

前
畑   　

壽　

中 

上
井　

邦
夫

滝
ノ
川 

井
谷　

英
雄

毛
原
下 

助
野　

利
治

小　

西 

石
井　
　

隆

毛
原
中 

上
柏　

睆
亮

毛
原
宮 

平
垣　

守
彦

毛
原
上 

森
脇　

一
治

長
谷
宮 

大
和　

公
明

井　

堰 

中
嶌　
　

薫

蓑
垣
内 

中
谷　

実
男

真
国
宮 

中
谷　

裕
重

蓑
津
呂 

森
谷　

泰
文

花
野
原 

南　
　

陽
久

初
生
谷 

浦　
　

安
雄

北　

野 

北
口　

和
幸

円
明
寺 

上
北　

善
久

勝　

谷 

西　
　

貞
雄

四　

郷 

中
前　

昭
男
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東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
紀
美
野
町

は
３
月
26
日
、
海
南
海
草
地
域

の
飲
食
店
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
る
海
南
海
草
食
品
衛
生
協
会

（
竹
中
栄
治
会
長
）
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
結
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模

な
災
害
時
に
お
け
る
被
災
者

が
、
避
難
所
等
で
の
食
事
支
援

を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
、
食

品
の
衛
生
管
理
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
、
食
中
毒
や
感
染
症
な

ど
の
防
止
を
行
う
こ
と
で
、
被

災
住
民
に
安
心
し
た
食
事
支
援

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
提
携
は
、
愛
知

県
豊
田
市
な
ど
で
あ
る
だ
け
で

近
畿
で
は
初
め
て
の
も
の
で

す
。

　

紀
美
野
町
で
は
、
今
後
と
も

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
備

え
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
防
災
体
制
の
充
実
に
努

め
、
町
民
の
安
全
を
最
大
限
確

保
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

去
る
３
月
19
日
の
平
成
19
年

度
和
歌
山
県
消
防
功
労
者
定
例

表
彰
式
に
於
い
て
、
財
団
法
人

和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
よ
り

紀
美
野
町
消
防
団
が
表
彰
旗

を
、
ま
た
、
第
七
分
団
が
竿
頭

綬
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

紀
美
野
町
消
防
団
は
、
町

合
併
に
伴
っ
て
発
足
し
た
の

で
、
発
足
し
て
日
も
ま
だ
浅
い

が
、
規
律
厳
正
で
消
防
の
技
能

熟
達
で
あ
り
、
消
防
の
使
命
達

成
と
防
火
思
想
の
普
及
徹
底
を

行
い
、
火
災
防
止
に
努
め
、
ま

た
、
第
七
分
団
に
お
い
て
は
、

訓
練
及
び
予
防
業
務
に
努
め
た

の
で
、そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

と
も
に
受
章
の
栄
に
輝
き
ま
し

た
。

　

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
期

待
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の

度
の
受
章
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

2008・53

協定書を交わす寺本町長と竹中会長

明治９年創立の志賀野小学校　休校へ
3月 24日に休校式

　過疎化・少子化の進展による児童数の減少のため、志賀
野小学校が平成 20 年３月31日をもって休校することとなり
ました。同小学校は明治９年に開校し、志賀野地区の子ども
たち1,691名の卒業生が巣立っています。
　３月24日に在校生、卒業生、地域住民、学校関係者ら
多数出席のもと休校式が行われ、出席者全員で校歌が歌わ
れ、児童を代表して長峯冴

さ え

恵さん（５年生）が「志賀野小学
校の思い出」を述べられました。式のあと、アトラクションと

して児童による
鼓笛演奏が行わ
れ、出席者らは
131年の歴史と
伝統ある志賀野
小学校に思いを
はせ、学校に別
れを告げました。

鼓笛演奏を披露する児童たち

紀
美
野
町
消
防
団　

表
彰
旗　

受
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
分
団　

竿
頭
綬　

受
章

紀
美
野
町
消
防
団　

団　

長　
　

橋
本　

幸
作　

氏

副
団
長　
　

池
本　

光
男　

氏

副
団
長　
　

谷
口　

公
志　

氏

副
団
長　
　

岩
谷　

章
央　

氏

各
地
区
の
分
団
長

第
１
分
団
（
下
佐
々
）　

東　

祥
文　

氏

第
２
分
団
（
動　

木
）　

福
井
敬
彦　

氏

第
３
分
団
（
小　

畑
）　

平
松
計
志　

氏

第
４
分
団
（
柴　

目
）　

前
田　

薫　

氏

第
５
分
団
（
長　

谷
）　

曲
里
雅
人　

氏 

第
６
分
団
（
平
吉
見
）　

桑
添
公
人　

氏

第
７
分
団
（
吉　

野
）　

松
尾
哲
宏　

氏

第
８
分
団
（
福　

井
）　

新
田
俊
明　

氏

第
９
分
団
（
小　

川
）　

西
原
展
也　

氏

第
10
分
団
（
志
賀
野
）　

前
谷
典
利　

氏

第
11
分
団
（
下
神
野
）　

梶
谷　

修　

氏

第
12
分
団
（
上
神
野
）　

横
山
健
司　

氏

第
13
分
団
（
国　

吉
）　

桐
浴
靖
宜　

氏

第
14
分
団
（
長
谷
毛
原
）　

西
澤
保
行　

氏

第
15
分
団
（
真　

国
）　

寺
岡
伸
和　

氏

（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
を
除
く
）

第
16
分
団
（
真　

国
）　

上
北
善
久　

氏

（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
）

　

今
後
と
も
、
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
20
年
度

紀
美
野
町
消
防
団
の
紹
介
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【現　状】
現在映っているテレビ放送（地上アナログ放送）は平成２３年７月２４日までに放送が終了し、

見ることができなくなります。今後は、地上デジタル放送を見るための代わりとなる方法を考える
必要があります。
紀美野町内では、現在アンテナを自宅等に設置しテレビを直接受信し視聴している世帯と、共聴

組合等で有線によりテレビを視聴している世帯があります。

【対　策】
紀美野町では地上デジタル放送を視聴する仕組みとして、小さいテレビ中継局を町内にたくさん

建て地上デジタル放送の電波を各家庭に届ける方法を考えています。これにより各家庭では、アン
テナを自宅等に設置し、直接受信し視聴していただくようになります。これをギャップフィラーと
いいます。
この仕組みで、電波が届くと、ワンセグ機能のある携帯電話、カーナビ等でワンセグ放送も受信

できます。
この仕組みで、視聴できるテレビ番組は、ＮＨＫ総合・ＮＨＫ教育、読売テレビ、関西テレビ、

朝日放送、毎日放送およびテレビ和歌山の７チャンネルです。
平成２０年度に事業実施し、平成２２年３月３１日までには、地上デジ

タル放送の電波を町内に出す予定です。
この設備は町が建設しますが、この設備を未来永劫維持管理していくた

め、今までのテレビ共聴設備の維持と同様に、利用者である皆様にも負担
をお願いしなければなりません。なお、負担していただく金額は加入金と
しての 30,000 円になります。
また現在、紀美野町では、町内に約４０ある共聴組合と放送対策、維持

管理について協議し、共聴組合を通じて組合員さんに説明をしています。

現在、アナログ放送をアンテナで受信している皆様へ
現在、地上アナログ放送を、自宅等にアンテナを設置し受信している皆様で、受信元のテ
レビ中継局の状況や、中継局から電波の受信できる強度によっては、地上アナログ放送は受
信出来ていても、地上デジタル放送は受信できない場合があります。

下記の方は、早急に役場総務課までご連絡またはお問い合わせ下さい。

◎既に、地上デジタル放送対応のテレビやチューナーを購入済みで、機器を接続したが地上
　デジタル放送が受信できないとお困りの方
◎地上デジタル放送対応テレビやチューナーは購入していないが、この場所では受信できな
　いと、電器店等から言われたことがある方
◎誰にも相談していないが、明らかに自分の家では地上デジタル放送は受信出来ないだろう
　と考えておられる方

【 問い合わせ 】
役場総務課　地上デジタル放送担当（℡４８９－５９１２）
また、テレビ共聴組合にご加入の方は、ご加入のテレビ共聴組合でも相談下さい。
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紀
美
野
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け

で
町
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
し
た
。（　

）
内
は
旧
職
。

　

な
お
、
防
災
課
を
廃
止
し
、
そ
の

業
務
を
総
務
課
に
移
し
、
ま
た
、
水

道
室
（
神
野
支
所
）
を
、
水
道
課
に

統
合
す
る
機
構
改
革
を
実
施
し
ま
し

た
。

【
参
事
級
】

参
事
〔
総
務
課
長
事
務
取
扱
〕

　

岡　

省
三
（
総
務
課
長
）

参
事
〔
美
里
支
所
長
事
務
取
扱
〕

　

峠　

泰
男
（
神
野
支
所
長
）

参
事
〔
教
育
次
長
及
び
総
務
学
事
課

長
事
務
取
扱
〕

　

森　

勲
（
教
育
次
長
〔
総
務
学
事

　

課
長
事
務
取
扱
〕） 

【
課
長
級
】 

 
 

議
会
事
務
局
長

　

溝
上
孝
和
（
企
画
管
財
課
長
）

会
計
管
理
者
〔
会
計
課
長
〕

　

岡
本
卓
也
（
水
道
課
長
）

企
画
管
財
課
長

　

牛
居
秀
行
（
建
設
課
主
幹
）

税
務
課
長 

 

　

山
本
倉
造
（
会
計
管
理
者
〔
会
計

　

課
長
〕） 

住
民
課
長 

　

中
尾
隆
司
（
議
会
事
務
局
長
）

産
業
課
長 

 

　

増
谷
守
哉
（
産
業
課
主
幹
）

建
設
課
長 

　

山
本
広
幸
（
建
設
課
主
幹
）

水
道
課
長 

　

三
宅
敏
和
（
防
災
課
長
）

総
務
課
付
け 

　

新
谷
勝
彦
（
住
民
課
長
）

特
別
対
策
室
長
〔
総
務
課
主
幹
事
務

取
扱
〕

　

大
東
淳
悟
（
総
務
課
主
幹
）

美
里
支
所 

次
長
〔
総
務
・
税
務
室

長
事
務
取
扱
〕

　

田
和
定
通
（
総
務
・
税
務
室
長
）

総
務
課
主
幹

　

屋
野
和
司
（
防
災
課
主
幹
） 

総
務
・
税
務
室
主
幹

　

前
田
勇
人
（
総
務
・
税
務
室
室
長
補
佐
） 

税
務
課
主
幹 

　

温
井　

勝
（
水
道
室
長
） 

税
務
課
主
幹

　

西
岡
秀
育
（
税
務
課
課
長
補
佐
）

保
健
福
祉
課
主
幹
〔
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
〕

　

平
松
泰
清
（
税
務
課
主
幹
）

建
設
課
主
幹

　

岩
田
貞
二
（
水
道
室
主
幹
）

水
道
課
主
幹

　

鷲
谷
好
永
（
税
務
課
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会
指
導
主
事

　

浦　

明
裕
（
県
あ
て
指
導
主
事
）

【
課
長
補
佐
級
】 

 
 

総
務
課
課
長
補
佐

　

西
浦
祥
文
（
総
務
課
主
任
）

総
務
課
課
長
補
佐

　

細
峪
康
則
（
保
健
福
祉
課
主
任
）

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐

　

湯
上
ひ
と
み
（
保
健
福
祉
課
主
任
） 

産
業
課
課
長
補
佐

　

西
岡
靖
倫
（
産
業
課
主
任
）

産
業
・
建
設
室
室
長
補
佐

　

田
中
克
治
（
防
災
課
課
長
補
佐
）

生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

　

湯
上
章
夫
（
生
涯
学
習
課
主
任
）

小
川
保
育
所
長

　

北
原
恵
美
子
（
小
川
保
育
所
主
任
） 

神
野
保
育
所
長

　

神
谷
洋
子
（
小
川
保
育
所
長
）

【
主
任
級
】 

 
 

企
画
管
財
課
主
任

　

中
谷
昌
弘
（
総
務
課
主
任
）

税
務
課
主
任

　

東　

始
見
（
生
涯
学
習
課
主
任
）

産
業
・
建
設
室
主
任

　

尾
浴
健
弘
（
消
防
本
部
〔
出
向
〕）

産
業
・
建
設
室
主
任

　

山
本
訓
永
（
産
業
・
建
設
室
係
長
）

地
籍
調
査
課
主
任

　

上
東
敏
男
（
産
業
・
建
設
室
主
任
）

小
川
保
育
所
〔
主
任
保
育
士
〕  

　

梅
原
智
美
（
野
上
第
１
保
育
所
主
任
） 

神
野
保
育
所
主
任

　

小
西
貴
美
（
野
上
第
２
保
育
所
主
任
） 

【
係
長
級
】 

 
 

議
会
事
務
局

　

森
谷
克
美
（
企
画
管
財
課
係
長
）

総
務
課
係
長

　

米
田
和
弘
（
企
画
管
財
課
係
長
）

総
務
課
係
長

　

井
戸
向
朋
紀
（
学
事
・
生
涯
学
習

　

室
係
長
） 

総
務
課
係
長

　

竹
本
芳
樹
（
防
災
課
係
長
）

住
民
課
係
長

　

極
田
幸
代（
国
吉
診
療
所
係
長〔
兼

　

長
谷
毛
原
診
療
所
〕）

税
務
課
係
長

　

野
口
浩
由
（
水
道
課
係
長
）

保
健
福
祉
課
係
長

　

植
田
江
美
（
住
民
・
福
祉
室
係
長
）

産
業
課
係
長

　

今
野
和
真
（
地
籍
調
査
課
係
長
）

水
道
課
係
長

　

木
下
有
信
（
水
道
室
係
長
）

生
涯
学
習
課
係
長

　

坂　

昌
美
（
総
務
学
事
課
係
長
）

【
主
査
級
】 

 
 

住
民
課
主
査

　

尾
﨑
久
味
子
（
議
会
事
務
局
）

保
健
福
祉
課
主
査

　

堀　

拓
二（
県
市
町
村
課〔
派
遣
〕）

建
設
課
主
査

　

北
谷
太
亮
（
海
草
振
興
局
建
設
部

　
〔
派
遣
〕） 

総
務
学
事
課
主
査

　

宮
本
敦
子
（
住
民
課
主
査
）

【
主
事
級
】 

 
 

建
設
課
主
事

　

浦
中
智
史
（
産
業
・
建
設
室
主
事
）

学
事
・
生
涯
学
習
室
主
事

　

西
岡
啓
基
（
地
籍
調
査
課
主
事
）

水
道
課
主
事

　

名
倉
慎
二
（
水
道
室
主
事
）

水
道
課
主
事

　

中
尾
佐
登
志
（
水
道
室
主
事
）

【
校
務
員
】 

 
 

野
上
中
学
校

　

若
林
美
恵
（
野
上
小
学
校
）

【
調
理
員
】 

 
 

野
上
小
学
校

　

西
切
万
里
（
志
賀
野
小
学
校
）

【
派　

遣　

等
】 

 
 

消
防
本
部
（
出
向
）

　

新
谷
浩
一
郎
（
地
籍
調
査
課
主
査
） 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
派
遣〔
主
幹
〕

　

宮
阪　

学　
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

ン
タ
派
遣
〔
課
長
補
佐
〕）

五
色
台
広
域
施
設
組
合
（
派
遣
）

　

別
院
秀
俊
（
建
設
課
主
査
）

【
退　

職
】 

 
 

（
平
成
20
年
３
月
31
日
付
け
）

　

裏
田
安
男
（
税
務
課
長
） 

　

中
部
屋
惠
司
（
産
業
課
長
）

　

大
竹
康
夫
（
建
設
課
長
） 

　

吉
見
哲
三
（
保
健
福
祉
課
主
幹
・

　

社
会
福
祉
協
議
会
） 

 

　

赤
阪
米
造
（
教
育
委
員
会
指
導
主
事
） 

　

川
上
圭
子
（
神
野
保
育
所
長
） 

　

上
田
え
み
子
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
） 

　

谷
口
あ
つ
子
（
税
務
課
主
任
）

　

奥
山
美
有
紀
（
保
健
福
祉
課
主
任
） 

　

岡
垣
内
千
鶴
（
野
上
中
学
校
校
務
員
）

消
防
職
員

消
防
本
部

【
課
長
級
】

予
防
課
長

　

山
野
裕
亮
（
予
防
課
長
兼
庶
務
課
長
）

消
防
署 

 
 

 

【
課
長
級
】 

 
 

消
防
署
長
〔
消
防
本
部
警
防
課
長
事

務
取
扱
〕

　

家
本　

宏
（
消
防
本
部
警
防
課
長
） 

副
署
長
兼
警
防
第
１
課
長 

　

末
永
智
章
（
副
署
長
兼
警
防
第
３
課
長
） 

副
署
長
兼
警
防
第
３
課
長

　

村
木
一
博
（
副
署
長
兼
警
防
第
１
課
長
） 

【
係
長
級
】 

 
 

警
防
第
２
課
救
急
係
長
兼
救
急
隊
長

　

寺
中
秀
明
（
警
防
第
１
課
救
急
係

　

長
兼
救
急
隊
長
） 

警
防
第
１
課
救
急
係
長
兼
救
急
隊
長

　

久
保
博
規
（
警
防
第
３
課
救
急
係

　

長
兼
救
急
隊
長
）　

【
副
主
査
級
】 

 
 

警
防
第
３
課
副
主
査
兼
救
急
隊
長

　

松
江
充
博
（
警
防
第
２
課
副
主
査

　

兼
救
急
隊
長
） 

【
新
規
採
用
】 

 
 

（
平
成
20
年
４
月
１
日
付
け
）

消
防
本
部
消
防
士

　

濵
田
裕
樹
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４
月
５
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
下
佐
々
地
区
）
の
隣
接

地
（
町
有
林
０
・
５
４
ha
）
で
、

株
式
会
社
淺
川
組
の
社
員
の
皆

さ
ん
ら
約
70
名
が
、
県
が
進
め

る
「
企
業
の
森
」
で
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
企
業
の
森
」
は
、
企
業
や

労
働
組
合
、
大
学
な
ど
の
方
々

に
環
境
貢
献
活
動
や
地
域
と
の

交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県

内
の
森
林
環
境
保
全
に
様
々
な

か
た
ち
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
事
業
で
す
。

　

関
係
者
に
よ
っ
て
八
重
桜
な

ど
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た

後
、
社
員
の
皆
さ
ん
ら
は
、
和

海
森
林
組
合
の
職
員
の
指
導
の

も
と
、
山
桜
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
７

種
類
の
広
葉
樹
の
苗
木
２
５
０

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
社
員
の

方
か
ら
は
、「
景
色
の
良
い
所

で
す
ね
。
植
え
た
桜
が
大
き
く

な
っ
て
、
き
れ
い
な
山
に
な
る

の
が
楽
し
み
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

企
業
の
森
は
、
本
町
で
は
３

社
目
と
な
り
ま
す
。

「
紀
美
野　

あ
さ
か
わ
の
森
」　
（
下
佐
々
地
区
）

４
月
５
日
に
植
樹
祭

「企業の森」をバックにして記念撮影

植林をする社員の皆さん

　

紀
美
野
町
商
工
会
青
年
部

(

部
長 

小
椋
孝
也
さ
ん)

が
、

３
月
23
日
（
日
）
に
交
通
安
全

及
び
事
故
防
止
に
役
立
て
よ
う

と
足
跡
作
戦
を
実
施
し
ま
し

た
。
足
跡
作
戦
は
、
通
学
路
を

中
心
に
路
面
に
「
足
跡
と
〝
と

ま
れ
〞」
の
文
字
を
黄
色
の
ペ

ン
キ
で
表
示
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
青
年
部
の
会
員
12
名

が
町
内
30
箇
所
で
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

小
椋
部
長
は
、「
子
ど
も
た

ち
が
広
い
道
路
な
ど
に
出
る
時

は
、
必
ず
止
る
習
慣
を
身
に
付

け
て
欲
し
い
。〝
足
跡
〞
が
交

通
安
全
に
少
し
で
も
役
立
て
ば

幸
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま

す
。

交
通
安
全
を
願
っ
て

足
跡
作
戦
を
実
施
!!

紀
美
野
町
商
工
会
青
年
部路面に”足跡”などを描く会員の皆さん

　

み
さ
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

(

み
さ
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
会

主
催)

は
、
４
月
４
日
に
開
園

し
、
期
間
中
多
く
の
来
園
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
樋
下
地
区

の
３
ha
の
棚
田
を
利
用
し
た
園

内
に
は
、
４
５
０
種
類
40
万
本

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
見
事
に
咲

き
誇
り
、
家
族
連
れ
ら
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

み
さ
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

は
、
平
成
11
年
に
赤
木
地
区
の

棚
田
を
利
用
し
て
始
め
ら
れ
、

平
成
16
年
か
ら
は
現
在
の
場
所

へ
移
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10

年
目
の
今
年
が
最
後
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

最
後
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

　
　

に
ぎ
わ
う
!!

み
さ
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
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事業名 対象・内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

５月 13日（火）
５月 27日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

エイズ検査 エイズの各種相談 ５月 13日（火）
５月 27日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

検便 ５月 13日（火）
５月 27日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

こころの
健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※予約制です。

５月 1日（木）
５月 7日（水）
５月 15日（木）
５月 26日（月）

14：00～
9：00～
13：30～
13：30～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。
※予約制です。

５月 13日（火）
５月 27日（火）

10：00～11：00
10：00～11：00

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：00

★保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉

○コアラ　　　　５月１４日（水）９：３０～１１：３０　小川保育所（お散歩）  
○カンガルー　　５月２３日（金）９：３０～１１：００　総合福祉センター
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。
★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30
  14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

献血のお知らせ
5月3日（土）

5月19日（月）

海 南 保 健 所 だ よ り

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（電話　482－ 0600） 

５月の日程
■場　所：総合福祉センター
　　　　　7日・14日・21日・28日　　
　　　　　（毎週水曜日）
　　　　　神野支所 8日（木）・23日（金）
■時　間：午前9時～11時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず
　持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・
　骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
保健福祉課　電話４８９－９９６０
住民・福祉室　電話４９５－３４６４

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）TEL489－9960（直通）
　　　　　休日・夜間（17：30以降）TEL489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

○第一保育所：５月13日（火）・27日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：５月12日（月）・26日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：５月 2日（金）・16日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：５月 7日（水）・21日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：５月14日（水）・28日（水）℡４９９－０１３１

★遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター　℡４８９－９７１１　まで〉
※留守の場合は、第二保育所

10：00 ～12：00、13：00 ～16：00
動物愛護センター

10：00 ～12：00、13：00 ～16：00
紀美野町役場本庁
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シルバー☆転ばん塾 第12期生募集！シルバー☆転ばん塾 第12期生募集！

　麻
ま し ん

疹ウイルスによって起こります。感染力が強く、予防接種を受けないと、多くの人がかかる病気です。免疫がな
いと大人もかかります。肺炎や脳炎 (1/1000 人の割合 ) を合併することがあるので、必ず予防接種を受けてください。
　症状：高熱・鼻汁・結膜充血・目やにが最初３～４日間続き、熱はいったん下がりますが、すぐに高くなります。  
この時期、ほおの内側に白い斑点 ( コプリック斑 ) が現れます。引き続き赤い斑点の発疹が顔・からだ・手足へと広が
ります。1週間ほどで、発疹は赤褐色に変わり、色素沈着を残して治ります。
　治療：ワクチンで予防することが大切です。はしかになった場合には、特攻薬がないので対症的に治療します。

筋力アップで寝たきり防止 !!

平成20年度
　最近『足腰が弱くなった』『疲れやすい』『つまずきやすくなった』など感じ
ていませんか？これからのあなたの人生を『元気で楽しく健康的に過ごしてい
くために』眠っている筋肉・神経を目覚めさせましょう。
日　時：平成２０年６月１７日～９月2日
（全１２回）　　毎週火曜日
午前９時３０分　～１１時３０分頃。
会　場：総合福祉センター（下佐々）　
定　員：約１５名

１．教室の内容
　　　参加者の体調、筋力を把握した上で、その人に合った実行可
　　能な具体的なアドバイスと、運動プログラムを提供します。

２．参加できる方
　　　おおむね６５歳以上の町民の方で、かかりつけ医から運
　　動を止められていない方。
　　（但し、要介護認定を受けている方は参加できません。）　　
　　主治医に運動をしてもよいかどうかの確認が必要です。

３．参加料無料
　　　但し、運動をするにあたり、実費必要な場合もあります。

障がい者巡回相談のお知らせ
指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとお

り実施します。
障がいのある人、その保護者、介護者などからの

さまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁
護のための必要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業

所に連絡してください。
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じています

ので、下記事業所までご連絡ください。
対象者 月日 場所・時間 予約先

精神障がいの方・
家族の方 ５月１３日（火）

美里支所
9:30 ～ 12:00
総合福祉センター
13:30 ～ 16:00

野上厚生病院内
相談支援事業者
℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

５月２１日（水）

美里支所
9:30 ～ 12:00
総合福祉センター
13:30 ～ 16:00

　　　　　（あおい）
療育センターＡＯＩ
℡ 483-0454

国保被保険者　様
和歌山県国民健康保険団体連合会

お 詫 び
この度、当会が作成し、各国保世帯に配布させていただきましたパン
フレット「国保のしおり」の一部に、現状と異なる記述がございまし
たので謹んでお詫び申し上げますとともに、下記のとおり訂正させて
いただきたくよろしくお願いいたします。

記
「国保のしおり」13ページ中
○現金などで払ってもらえるもののうち
【訪問看護療養費】を削除
○あとで払い戻されるもの（療養費の支給）のうち【骨折、ねんざなどの
ときの柔道整復師の施術料】及び【医師が認めたあんま、はり、灸、マッサー
ジ代】を削除
＜追加＞
○国保で受けられる施術等
柔道整復師の
施術

費用額の一部を自己負担して施術を受けることができま
す。

あんま師、
マッサージ師、
はり師、灸師
の施術

医師の同意書を得て、被保険者に発生した受給権を施術師
に委任することにより、費用額の一部を自己負担する形で
施術を受けることができます。

訪問看護
療養費

医師の指示により費用の一部を自己負担して訪問看護ス
テーションなどを利用できます。

問い合わせ先／和歌山県国民健康保険団体連合会　事業課
〒 640－ 8137 和歌山市吹上 2丁目 1－ 22（日赤会館内）℡（073）427 － 4672 番

麻
ま し ん

疹 ( はしか )ってどんな病気？？

予防接種対象年齢： １期 -1 ２ヵ月～２４ヵ月 ３期 - 中学１年生に相当する年齢の者
 ２期 - 保育所等の年長児 ４期 - 高校３年生に相当する年齢の者

※対象の方には、日程・場所
等の詳細について個人通知い
たします。

 

お申込み
申込先：
５月 15日（木）までに　電話でお申し込み
下さい。
紀美野町保健福祉課（℡４８９－９９６０）

2008・5 8

問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）



国民年金第１号被保険者の
　　　　独自給付について
■寡

か ふ

婦年
ねんきん

金
　第１号被保険者として 25 年以上の納付済、ま
たは免除期間のある夫が年金を受けることなく死
亡したときに、夫に生計維持され、婚姻関係が 10
年以上継続している 65歳未満の妻が、60歳から
65歳になるまでの間受けられます。年金額は、夫
の第 1号被保険者期間により計算した老齢基礎年
金額の３/４です。
㊟夫が障害基礎年金の受給権者であった場合や、
老齢基礎年金を支給されていた場合、妻が老齢基
礎年金の繰上げ支給を受けている場合は支給され
ません。
■死亡一時金
　第１号被保険者としての保険料納付済期間（半
額免除期間は１/２月、１/４免除期間は３/４月、
３/ ４免除期間は１/ ４月として計算）が３年以
上ある人が、老齢基礎年金や障害基礎年金を受け
取ることなく死亡したときに、その方と生計を同
じくしていた遺族（①配偶者、②子、③父母、④
孫、⑤祖父母、⑥兄弟姉妹の順で優先順位があり
ます。）に支給されます。支給額は納付月数に応じ
て１２万円から３２万円です。付加保険料を納付
した期間が３年以上ある場合は 8,500 円が加算さ
れます。
㊟遺族が遺族基礎年金を支給される場合は支給さ
れません。また、寡婦年金を受けられる場合はど
ちらか一方の選択となります。

臨時調理職員募集について《やすらぎ園》
職種 採用予定者数 応募資格 年齢

臨時調理職員 若干名 調理師資格
を有する者 制限なし

・勤務場所：海草郡紀美野町下佐々 1408 番地７
　　　　　　　　　特別養護老人ホームやすらぎ園内
・選考方法：面接試験　・選考日：随時　・社会保険の加入：有

問い合わせ／特別養護老人ホームやすらぎ園事務局
℡ 073-489-3631
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納
め
ま
し
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う

期　別税　目 発送時期 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期
固 定 資 産 税 発送済 ４月３０日 　７月３１日 １２月２５日 ３月２日 ―
軽 自 動 車 税 5月12日 ６月２日 ― ― ― ―
町 県 民 税 6月中頃 ６月３０日 ９月１日 １０月３１日 ２月２日 ―
国民健康保険税 7月中頃 ７月３１日 ９月３０日 １２月１日 ２月２日 ３月３１日
介 護 保 険 料
（普通徴収分） 7月中頃 ７月３１日 ９月３０日 １２月１日 ２月２日 ３月３１日

平成２０年度　紀美野町税･保険料　納期限一覧

1期 2期 3 期 4 期 5 期 6 期 7 期 8 期 9 期
7月31日 9月1日 9月30日 10月31日 12月1日 12月25日 2月2日 3月2日 3月31日

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）

　紀美野町では、家庭のごみ減量化推進のため、今年度も
引き続き家庭用電気式生ごみ処理機 ( ﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞｰﾀｲﾌﾟは除
く ) の購入者の方に補助金を交付します。
１．補助金額　　

購入金額（処理機本体価格（消費税を含む。））の 3分
の１以内 ( 百円未満切捨て ) で上限は、20,000 円です。

２．対　　象　　
○町内に住所を有し、かつ、居住している人
○町税を完納されていること

３．補助台数　　２０台程度（１世帯１台限り）
４．受付期間　　

平成２０年５月７日から平成２０年５月 3０日まで
（開庁時間内にお願いします。）（但し、土曜日、日曜日を除く）
（注）希望者多数の場合は抽選となります。

５．補助申請手続きに必要な書類等
○購入前に提出していただくもの
（１）申請書・計画書（紀美野町住民課及び美里支所住

民・福祉室にご用意しております。）
（２）見積書（購入する電気式生ごみ処理機のカタログ

等添付）( 見積書は複写後返却いたします。)

※申請及び問い合わせは、
　紀美野町住民課（℡ 489－ 5903）又は、美里支所住民・
福祉室（℡ 495－ 3463）までお願いします。
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NOSAI 和歌山中部からのお知らせ
果樹栽培農家のみなさまが、心をこめて作った

果実が災害などで減収したとき、それを補填でき
る唯一の制度が果樹共済です。
果樹共済は、国が実施する公的保険制度で掛金

の半額を補助してくれるので加入しやすくなって
おります。
加入申込期間は、6月 30日までです。
詳しくは、NOSAI 和歌山中部

海草支所　℡ 073-482-2205
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央
公
民
館
又

　

は
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

「
春
」大
会
開
催
案
内

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
10
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音

「
名
曲
リ
サ
イ
タ
ル
」
放
送
予
定
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
５
月
17
日
（
土
）
午
後
７
時
20
分
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｆ
Ｍ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン
の
方
は
、

是
非
お
楽
し
み
に
！

５
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

（
雨
天
中
止
態
度
決
定
午
前
８
時
）

小
川
小
学
校
運
動
場
集
合

■
コ
ー
ス　

小
川
小
学
校
か
ら 

　

生
石
高
原
ま
で
往
復
約
10 

　
㎞
。
行
き
は
急
な
上
り
坂
が

　

続
き
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
自

　

分
の
ペ
ー
ス
で
が
ん
ば
り
ま

　

し
ょ
う
。

■
持
ち
物　

お
弁
当
等
ハ
イ
キ

　

ン
グ
に
必
要
な
も
の
。

■
申
込
み　

５
月
９
日（
金
）ま

　

で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
（
電
話
４
８
９
・
５
９
０
９
）

■
そ
の
他　

小
学
校
３
年
生
以

　

下
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願

　

い
し
ま
す
。お
昼
休
み
に「
お

　

餅
・
お
菓
子
ま
き
」
を
し
ま

　

す
。
お
楽
し
み
に
！

■
主
催　

青
少
年
育
成
町
民
会
議

　

・
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ

ン
グ
」参
加
者
募
集
！

　

あ
れ
ほ
ど
待
ち
望
ん
で
い
た
桜
の

季
節
が
す
ぎ
、
今
は
目
に
ま
ぶ
し
い

青
葉
、
若
葉
の
風
景
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。冬
の
き
び
し
い
寒
さ
を
こ
え
、

若
い
命
の
芽
を
精
一
杯
伸
ば
そ
う
と

す
る
姿
を
み
る
と
、
こ
ち
ら
の
気
持

ち
も
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ

て
き
そ
う
で
す
。

　

先
月
、
大
阪
府
吹
田
市
の
女
性
の

前
教
育
長
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
新
聞

に
載
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
女
性
は
、

教
育
長
に
就
任
後
ま
も
な
く
ガ
ン
に

お
か
さ
れ
退
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
以

前
勤
務
し
て
い
た
中
学
校
で
生
徒
達

に
命
の
授
業
を
、
自
分
の
命
の
続
く

ま
で
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
授
業
の
内

容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
消
え
ゆ
く

自
分
の
命
と
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

〝
ど
ん
な
思
い
で
命
の
大
切
さ
を
話

さ
れ
た
の
か
〞
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
に
命
の
大
切
さ
を
受
け
取
め
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が

若
葉
の
よ
う
に
す
く
す
く
と
育
つ
よ

う
、
私
た
ち
大
人
が
い
ろ
い
ろ
な
面

で
充
分
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

山　
　

彦　
　
　

第
34
号

「
生い

の

ち命
の
息
吹
き
」

2008・5 10

『
ワ
タ
シ
は
一
体
ナ
ニ
ジ
ン
な
ん
だ
ろ
う
』

講
師　

数
学
博
士 

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
氏



※
社
会
体
育
・
教
育
登
録
団
体

と
は
、
団
体
員
の
半
数
以
上
が

町
民
も
し
く
は
町
内
に
在
勤
し

て
い
る
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る

団
体
。

※
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

の
使
用
料
免
除
措
置
に
つ
い
て

は
、
使
用
者
全
員
が
野
上
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
夜
間
照
明
使
用
料

【
１
時
間
あ
た
り
】（
町
内
外
問
わ
ず
）

　

全
面　

１
，
０
５
０
円

　

半
面　
　
　

５
２
０
円

■
使
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

　

ま
で

■
使
用
３
日
前
ま
で
に
中
央
公

　

民
館
で
申
請
手
続
き
を
お
こ

　

な
っ
て
下
さ
い
。

　

火
曜
日
は
休
場
日
で
す
。

☆
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で

種　別 使用料
( １時間あたり )

社会体育登録団体
社会教育登録団体

野上スポーツ
クラブ会員

多目的人工芝
グラウンド

一般
全面 1,470 円 730 円 全額免除

半面 730円 360 円 全額免除

高校生以下
全面 730円 360 円 全額免除

半面 360円 180 円 全額免除

管理棟内会議室 520円 260 円 全額免除

「
水
墨
画
展
」

場
所　

中
央
公
民
館　

２
階　

　
　
　

展
示
室　
　
　
　

期
間　

７
月
中
旬
ま
で

■
展
示
会

５
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
芸
能
発
表
会

５
月
18
日
（
日
）

正
午
〜
午
後
３
時
30
分

地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
や
地
域
課

題
に
即
応
し
た
活
動
を
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

【
応
募
対
象
】

　

地
域
活
動
や
生
涯
学
習
活
動

を
す
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

【
応
募
方
法
】

　

５
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
グ

ル
ー
プ
名
、
代
表
者
名
等
を
中

央
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

　

グ
ル
ー
プ
独
自
の
活
動
以
外

に
、
町
が
開
催
す
る
事
業
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
積
極
的

な
参
加
や
、
人
権
学
習
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
学
習
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

【
展
示
】
写
真
、日
本
画
、洋
画
、

生
け
花
、
書
道
、
短
歌
、
俳
句
、

木
彫
り
、
ち
ぎ
り
絵
、
山
草

【
芸
能
】
舞
踊
、
歌
謡
、
詩
吟
、

大
正
琴

※
お
茶
席
も
あ
り
ま
す
。

（
両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
）

お
は
な
し
会

中
央
公
民
館

５
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
30
分
〜

　

(

野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん)

文
化
セ
ン
タ
ー

５
月
７
日
（
水
）
午
後
２
時
30
分
〜

　

(

ほ
た
る
の
皆
さ
ん)

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

　

東
芝
聖
（
下
小
４
年
）

【
二
百
冊
】

　

住
田
詩
音
（
下
小
２
年
）

【
三
百
冊
】

　

吉
見
侑
輔
（
野
小
１
年
）　

　

浦
寿
々
香
（
野
小
３
年
）

　

浦
菜
々
美
（
野
小
５
年
）

 

春
の
囲
碁
・
将
棋
大
会

５
月
25
日(

日)

午
前
９
時
集
合

中
央
公
民
館　

２
階
和
室

■
申
込
み　

５
月
22
日(

木)

ま
で
に
、
中
央
公
民
館
ま
た
は

教
育
委
員
会
総
務
学
事
課
へ

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も

　
　
　
　
　

(

プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費　

囲
碁
の
部
１
，
５
０
０
円　

将
棋
の
部
１
，
０
０
０
円

 (

い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む)

■
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会

囲
碁
部
・
将
棋
部

　

森
谷
澄
花
（
下
小
２
年
）　

【
四
百
冊
】　

　

南 

暢
規
（
野
小
１
年
）

　

藤
々
木
祐
希
（
野
小
３
年
）

　

桑
添
眞
里
奈
（
野
小
４
年
）

【
六
百
冊
】

　

福
嶋
理
紗(

野
小
４
年
）

【
七
百
冊
】

　

松
尾
知
晃(

野
小
４
年
）

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館　
　

■「
お
金
は
銀
行
に
預
け
る
な
」

勝
間
和
代
・
著

■
「
味
噌
汁
自
慢 

毎
日
違
う
、お
椀
の
中
身
」

森
野
眞
由
美
・
著

■「
ホ
ネ
ホ
ネ
た
ん
け
ん
た
い
」

西
澤
真
樹
子
・
著

■
「
む
し
を
た
べ
る
く
さ
」

伊
地
知
英
信
・
著

■
「
パ
セ
リ
と
お
さ
ん
ぽ
」

い
と
う
み
き
・
著

■
「
ぼ
く
は
こ
こ
ろ
」

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
・
著

文
化
セ
ン
タ
ー　

■｢

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
ツ｣

重
松
清
・
著

■
「
福
袋
」　

角
田
光
代
・
著

■
「
夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ
」

水
野
敬
也
・
著

■
「
さ
く
ら
い
ろ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
」

い
し
い
つ
と
む
・
著

■
「
あ
た
ま
山
」
斉
藤
洋･

著

■
「
宇
宙
へ
の
秘
密
の
鍵
」

ル
ー
シ
ー
・
ホ
ー
キ
ン
グ
・
著

2008・511

図
書
館
だ
よ
り

「
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
募
集
」

紀
美
野
町
総
合
運
動
場

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

ご
利
用
案
内

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　

た
だ
い
ま
の
展
示

第
３
回
紀
美
野
町
文
化
協
会

　
　
　

展
示
会
・
芸
能
発
表
会



『
ち
ぎ
り
絵
教
室
』

　

み
な
さ
ん
、
ち
ぎ
り
絵
を

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
?

　

誰
で
も
で
き
る
ち
ぎ
り

絵
で
す
。
手
先
を
使
う
の

で
頭
の
体
操
に
な
り
、
集

中
力
・
観
察
力
が
身
に
つ

い
て
、
認
知
症
予
防
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
場
所

は
と
ら
な
い
し
、
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
で
も
、
ど
こ

で
も
で
き
ま
す
。
で
き
あ

が
っ
た
自
分
の
作
品
を
な

が
め
て
は
、
自
己
満
足
し

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

ち
ぎ
り
絵
教
室
は
、
毎

月
第
３
土
曜
日
、
昼
１
時

か
ら
中
央
公
民
館
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
文
化
協
会

展
や
文
化
祭
に
向
け
て
作

品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ち
ぎ
り

絵
教
室
に
入
会
し
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

志
賀
野
地
区
公
民
館
で
、
６

月
よ
り
「
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ

講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。
石
け

ん
に
専
用
の
ナ
イ
フ
で
可
愛
い

模
様
を
彫
刻
し
ま
す
。
可
愛
い

作
品
を
楽
し

く
作
り
、
お

部
屋
に
飾
っ

た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ

う
。

【
講
師
】
井
川
み
か
先
生

【
日
時
】
毎
月
第
１
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
初
回
は
６
月
５
日
（
木
）

【
参
加
費
】
材
料
費
実
費
必
要

（
ソ
ー
プ
代
１
，０
０
０
円
程
度
・

道
具
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
）

【
定
員
】

先
着
15
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

【
お
問
合
せ
・
申
込
み
】

志
賀
野
地
区
公
民
館
へ

　

志
賀
野
地
区
公
民
館
館
長
の

伊
南
慈
久
さ
ん
が
３
月
末
を

も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
の
間
は
、
中
央
公
民
館

の
新
家
館
長
が
志
賀
野
地
区
公

民
館
長
を
兼
務
し
ま
す
。

■
場
所　

中
央
公
民
館
・
役
場

本
庁
・
役
場
美
里
支
所
・
文
化

セ
ン
タ
ー

■
期
間　

６
月
30
日
ま
で

※
保
育
所
・
学
校
名
の
表
示
は
、

３
月
現
在
の
も
の
で
す
。

【
第
一
保
育
所
】

に
し
じ
ゅ
ん
ぺ
い
・
い
の
う
え

り
ょ
う
す
け
・
に
し
う
ら
ゆ
の
・

い
ざ
わ
た
か
ま
る
・
か
わ
も
と

じ
ゅ
ん
こ
・
み
や
も
と
ほ
の
か
・

い
わ
ね
し
ゅ
う
と
・
に
し
か
わ

り
ょ
う
・
ま
つ
も
と
あ
や
か
・

の
ぐ
ち
そ
う
た

【
第
二
保
育
所
】

お
お
た
け
し
ん
ゆ
う
・
や
な
せ
ゆ

う
か
・
ほ
そ
の
と
む
・
う
え
し
ば

ゆ
う
き
・
な
か
は
ら
あ
お
い

【
小
川
保
育
所
】

う
え
だ
ゆ
き
や

【
神
野
保
育
所
】

し
ん
た
に
り
ょ
う
ま
・
く
に
も
と

と
わ
・
と
く
だ
は
ん
な
・
よ
ね
だ

も
え
・
ひ
が
し
う
ら
け
い
し
ょ
う
・

た
に
ぐ
ち
と
も
や
す
・
な
か
べ
や

あ
ゆ
み
・
た
が
み
も
え

【
野
上
小
学
校
】

西
浦
龍
聖
・
上
野
美
夕
・
尾
﨑

功
・
原
澪
奈
・
橋
爪
凌
・
井
関

汐
里
・
西
浦
大
樹
・
田
伏
俊
輝
・

山
本
紗
希
・
唐
門
佑
・
土
井
健

登
・
小
野
拓
夢

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
ニ
十
五

旧
箕
六
分
校
の
タ
ブ
ノ
キ
の
大
木

　
　
　

所
在
地　

紀
美
野
町
箕
六
地
区

　

タ
ブ
ノ
キ
は
温
地
性
の
も
の

で
、
和
歌
山
県
で
は
主
に
海
岸

近
く
の
自
然
林
に
多
く
見
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
今
回

紹
介
さ
れ
る
タ
ブ
ノ
キ
は
、
長

峰
山
脈
の
中
腹
（
標
高
三
五
〇

ｍ
）
旧
箕
六
分
校
付
近
に
あ
り

ま
す
。
幹
周
は
四
・
二
ｍ
、
樹

高
は
一
〇
ｍ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

昔
こ
の
地
域
で
は
、
冷
温
帯

（
ブ
ナ
林
が
発
達
し
や
す
い
気

候
）
と
暖
温
帯
（
シ
ラ
カ
シ
の

樹
な
ど
常
緑
広
葉
樹
が
発
達
し

や
す
い
気
候
）
の
両
方
が
入
り

交
じ
っ
て
い
た
自
然
が
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
て

も
不
思
議
で
す
ね
。ほ
か
に
は
、

国
吉
地
区
松
ケ
峯
山
中
の
中
腹

三
五
〇
ｍ
付
近
の
林
中
に
も
存

在
し
て
い
ま
す
。

【
小
川
小
学
校
】

林
口
弘
樹
・
垣
内
実
咲
・
安
田

み
づ
き
・
前
陸
路
侑
也

【
志
賀
野
小
学
校
】

南
裕
弥
・
赤
阪
典
音
・

辻
美
保
子

【
下
神
野
小
学
校
】

森
谷
澄
花
・
辻
涼
・
土
井
麻

琴
・
西
田
政
人
・
道
浦
瑛
生
・ 

北
端
啓
吾

【
毛
原
小
学
校
】

井
本
有
耶
・
弓
庭
淳
史
・

吉
村
瑞
葵

【
野
上
中
学
校
】

池
上
真
澄
・
小
川
矩
暉
・
中
谷

裕
也
・
小
門
純
佳
・
坂
口
沙
名
・

西
脇
彩
歌
・
山
本
衣
保
里

【
美
里
中
学
校
】

沼
田
麻
里
那
・
依
田
健
太
・

向
沙
奈
・
宗
和
裕
紀

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

中
前
葉
月
・
井
本
早
姫
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講
座
生
募
集

　
『
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
講
座
』

児
童
絵
画
展

　
「
き
み
の
絵
が

　
　

展
示
さ
れ
て
い
る
よ
！
」

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ



★
自
己
紹
介
パ
ー
ト
１
★

　

今
年
の
４
月
か
ら
６
か
月

間
、
み
さ
と
天
文
台
で
長
期
社

会
体
験
研
修
を
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
喜
多
智
英

（
き
た
と
も
ひ
で
）
と
い
い
ま

す
。　

　

天
文
に
つ
い
て
の
知
識
に

は
、
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
天

文
関
係
の
こ
と
を
よ
り
分
か
り

や
す
く
皆
様
に
お
伝
え
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

★
自
己
紹
介
パ
ー
ト
２
★

　

客
員
研
究
員
と
し
て
み
さ
と

天
文
台
に
来
ま
し
た
佐
藤
奈
穂

子
（
さ
と
う
な
お
こ
）
で
す
。

普
段
は
、
和
歌
山
大
学
で
宇
宙

か
ら
届
く
電
波
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
天
文

台
に
あ
る
直
径
８
ｍ
の
電
波
望

遠
鏡
で
観
測
を
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
夜
の
観
望
会
の
担

当
も
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
星
を
見
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
ま
た
、
電
波
で
見
る
宇
宙

の
姿
と
は
？
な
ど
、
星
空
の
新

た
な
魅
力
に
も
迫
れ
た
ら
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

世
界
さ
わ
が
に
レ
ー
ス
開
催

　

こ
ど
も
の
日
、
大
人
も
子
ど

も
も
そ
ろ
っ
て
遊
び
ま
せ
ん
か
！

５
月
５
日
10
時
か
ら
、
み
さ

と
天
文
台
、
事
前
申
込
必
要

（
参
加
費
５
０
０
円
）、（
電

話
み
さ
と
天
文
台
４
９
８
‐

０
３
０
５
）

写真左から喜多、佐藤

｢

ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ
を

　
　
　
　
　

作
っ
た
よ｣

　

紀
美
野
町
立
長
谷
毛
原
中
学
校

　

本
校
で
は
、
地
域
在
住
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
弓
庭
規
生
氏

の
指
導
を
受
け
て
音
楽
を
中
心

に
地
域
と
結
び
つ
い
た
内
容
の

学
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
集
大
成
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
ソ
ン
グ
「
く
る
く
る
り
」
を

作
り
ま
し
た
。「
く
る
く
る
り
」

は
、
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、
く
る
く
る

と
続
く
ら
せ
ん
階
段
の
踊
り
場

で
落
っ
こ
ち
な
い
よ
う
に
終
わ

ら
な
い
ダ
ン
ス
を
踊
ろ
う
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
、
生
徒
全
員
で

歌
詞
を
考
え
ま
し
た
。「
長
谷
毛

原
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
嫌
い
な

と
こ
ろ
」、「
都
会
の
好
き
な
と

こ
ろ
、嫌
い
な
と
こ
ろ
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
素
直
に
表
現
し
ま
し

た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と『
そ

の
ま
ん
ま
の
空
が
あ
る　

こ
の

ま
ん
ま
の
空
で
い
い　

川
が
き

れ
い　

空
気
が
き
れ
い　

ホ
タ

ル
が
き
れ
い　

そ
の
ま
ん
ま
の

自
然
が
あ
る　

こ
の
ま
ん
ま
の

自
然
で
い
い　

〜
そ
し
て
最
後

に　

僕
ら
の
い
る
場
所
は　

こ

こ
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
思
う
け
れ

ど　

こ
こ
で
う
ま
れ
た
こ
と　

こ
こ
で
育
っ
た
こ
と
は
宝
物
』

と
結
ん
で
い
ま
す
。
曲
は
も
ち

ろ
ん
弓
庭
氏
が
つ
け
ま
し
た
が
、

生
徒
全
員
で
コ
ー
ラ
ス
や
演
奏

を
し
て
文
化
祭
で
発
表
し
て
三

学
期
に
は
Ｃ
Ｄ
に
収
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
の
こ
も
っ

た
歌
と
な
り
ま
し
た
。

　

歌
の
小
道

大
津
絵
の
鬼
が
三
味
弾
き
春
う
ら
ら 

岩
間
文
鳥

鳥
雲
に
昔
覚
え
し
は
や
り
歌 

鈴
木
惇
子

磯
遊
び
潮
の
匂
ひ
に
包
ま
れ
て 

堀
口
義
子

き
れ
ぎ
れ
の
水
つ
な
が
り
て
春
の
滝 

松
山
亜
以
子

眼
を
閉
ぢ
て
な
ほ
満
開
の
桜
か
な 

手
拝
な
を
み

群
生
の
浜
だ
い
こ
咲
く
松
林 

口
井
ト
シ
子

剪
定
や
始
末
に
負
へ
ぬ
棘
の
数 

馬
谷
富
貴
子

揚
船
や
磯
の
賑
は
ふ
ひ
じ
き
刈 

今
野
昭
子

穂
先
ま
で
水
に
映
し
て
葦
の
角 

口
井
重
信

戦
友
と
か
た
い
絆
も
年
重
ね 

浴　

俊
夫

足た

る
を
知
る
心
で
日
々
を
丸
く
生
き 

田
渕
竜
男

久
方
の
友
の
電
話
に
声
上
げ
て

　
　
　
　
　

一
ニ
三
で
唄
う
婦
人
従
軍
歌 

笹
田
美
代
子

自
家
製
の
野
菜
を
食
す
毎
日
の

　
　
　
　
　

生
活
こ
そ
が
贅
沢
と
知
る 

段
木
幸
代

真ま

よ夜
の
背
の
森
に
梟
鳴
く
か
ら
に

　
　
　
　
　

放ほ
う
ら
つ埓
に
誌
を
積
み
て
醒
め
を
り 

山
本
綾
子

薄う
す
ら
い永
の
溶
け
て
ゆ
く
午
後

　
　
　

牡ぼ
う
た
ん丹
の
花
芽
ほ
ぐ
る
る
程
の
し
づ
け
さ 

吉
村
紀
子

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
溝
を
流
る
る
水
音
の

　
　
　
　
　

少
し
高
ま
り
春
と
は
な
れ
り 

今
出
瑞
子

「
お
め
で
と
う
」
孫
ら
の
メ
ー
ル
次
々
と

　
　
　
　
　

吾
は
忘
れ
い
し
今
日
誕
生
日 

中
道
と
し
み

友
く
れ
し
籠
一
杯
の
よ
も
ぎ
葉
に

　
　
　
　
　

春
の
温
み
を
た
ん
ま
り
と
抱
く 

西
佐
古
祐
子

川
水
の
流
れ
の
ま
ま
に
身
を
ま
か
せ

　
　
　
　
　

澄
み
つ
つ
透と
お

る
紅
色
椿 

上
中
前
澄
子

転
ば
ん
塾
リ
ズ
ム
に
の
り
て
ス
テ
ッ
プ
踏
む

　
　
　
　
　

わ
れ
ら
生
き
生
き
老
後
明
る
し 

滝
垣
内
嘉
代
子

2008・513

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り



■
住
宅
用
火
災
警
報
器
っ
て

ど
ん
な
も
の
？

　

火
災
に
よ
る
煙
を
感
知
し

て
、
火
災
の
発
生
を
警
報
音
や

音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

■
な
ぜ
必
要
と
な
っ
た
の
？

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
全
体
の

約
９
割
を
占
め
、
そ
の
約
６
割

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
約
７

割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
で
、
よ
り

早
く
火
災
の
発
生
を
知
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
方
も
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

消
防
法
及
び
市
町
村
条
例
を
改

正
し
全
国
一
律
に
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
い
つ
か
ら
設
置
す
る
の
？

　

新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６

月
１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で

す
。

　

既
存
の
住
宅
は
、
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要

で
す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が

就
寝
し
て
い
る
部
屋
と
そ
の
部

屋
が
あ
る
階
の
階
段
部
分
で
す
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪

問
販
売
や
点
検
を
す
る
者
が
出

没
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
の
技
術
基
準
に
適
合

し
な
い
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

購
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
日
本
消
防
検
定
協
会
の

鑑
定
品
に
は
、「
鑑
定
マ
ー
ク
」

が
付
い
て
い
ま
す

の
で
購
入
時
の
目

安
と
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部 

予
防
課
ま
で

（
℡
０
７
３―

４
８
９―

６
３
０
３
）

※
災
害
時
の
防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜

滝
・
鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
防

災
無
線
放
送
に
つ
い
て
は
、
野

上　

長
谷
（
ノ
カ
ミ　

ナ
ガ
タ

ニ
）・
美
里　

永
谷
（
ミ
サ
ト

　

ナ
ガ
タ
ニ
）、
野
上　

釜
滝

（
ノ
カ
ミ　

カ
マ
タ
キ
）・
美
里

　

鎌
滝（
ミ
サ
ト　

カ
マ
タ
キ
）

と
放
送
し
ま
す
の
で
お
聞
き
間

違
い
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
下

さ
い
。

※
火
災
発
生
状
況
案
内
に
つ
い
て

　

町
内
で
の
火
災
発
生
状
況
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

℡
４
８
９―

６
６
７
７
に
お
掛

け
く
だ
さ
い
。

※
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　

指
令
室
で
は
、
常
に
２
名
で

受
信
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は

入
電
が
輻
輳
し
直
ぐ
に
受
信
出

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
先

に
入
電
し
た
受
信
対
応
を
完
了

次
第
直
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

皆
さ
ん
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
必
要
に
な
り
ま
す
！

【天井取付用】【壁取付用】

有害鳥獣捕獲についてのお知らせ
　農作物や鮎の被害防止のため、下記のとおり銃
器・ワナによる有害鳥獣（イノシシ・カワウ）の
捕獲を行います。
　なお、ワナ設置場所には表示板を設置しており
ますので、山間部へお出かけの際には十分ご注意
して下さい。

【イノシシ】
☆捕獲区域　　紀美野町全域（鳥獣保護区を除く）
☆許可期間　　平成２０年４月１２日から平成　
　　　　　　　２０年７月１０日まで（延期可）
☆捕獲従事者　紀美野町猟友会
☆捕獲方法　　銃器・わな（檻・くくりわな）

【カワウ】
☆捕獲区域　　紀美野町全域（鳥獣保護区を除く）
☆許可期間　　平成２０年４月１２日から平成　
　　　　　　　２０年５月１１日まで（延期可）
☆捕獲従事者　紀美野町猟友会
☆捕獲方法　　銃器

【問い合わせ】　産業課 ( ℡４８９－５９０１)

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
６
月
１
日
（
日
）

3月の消防の動き
●火災発生件数…………………0件
【事故別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 24（　） （　） 24（　）
一 般 負 傷 7（１） （　） 7（１）
交 通 事 故 3（　） （　） 3（　）
そ の 他 8（１） （　） 8（１）
合 計 42（２） （　） 42（２）

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

平成２０年度　第１回
町民一斉清掃　５月１８日（日）

子どもから大人まで、地域のみんなで力をあわせ、
自分たちの町を自分たちの手で美しくしましょう。
・ごみ袋の必要な地区は事前に区長さんに必要数を申し出てくだ
さい。後日、区長さんを通じて配布させていただきます。

・家庭の一般のごみは、搬入できません。
・雨天決行、警報（大雨、洪水、暴風）が発令されている場合は
中止とします。

　　詳しくは、回覧をご覧ください。
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申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

紀
美
野
町
消
防
本
部
警
防
課

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）



５月２４日から２６日まで
「子どもの人権１１０番」を開設！
24日（土）・25日（日）は午前10時から午後5時まで
26日（月）午前9時から午後7時まで
無料で電話相談に応じてます。秘密は守られます。
①いじめ、体罰、登校拒否、子どもの虐待など、子どもの人
権に関わるすべての問題について、子どもの人権専門委員
が電話相談に応じます。

②子どもの人権相談委員と直接会って相談することもできま
す。

③５月２４日以降も月曜日から金曜日同じ電話番号で相談に
応じます。

℡ 0120 － 007 － 110（フリーダイヤル）
℡ 073 － 425 － 2704（法務局人権委員室内）

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先 (電話番号 )
１日（木）10:00 ～ わうフェスタ in ゴールデンウィーク【～５日 (祝 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

３日（祝）19:00 ～
リバーサイドフェスティバル
ＪＡＺＺコンサート

中央公民館 生涯学習課　　 489-5915

５日（祝）10:00 ～ 世界さわがに横歩き選手権 みさと天文台 みさと天文台　 498-0305
７日（水）
　〃

11:00 ～
14:30 ～

犬ねこの譲渡講習会【11日 ( 日 ) ･ 25日 ( 日 )】
おはなし会

県動物愛護センター
文化センター

県動物愛護センター
文化センター　

489-6500
495-9055

１０日（土）13:30 ～ 児童館おもちつき 文化センター 青少年センター 489-5909
１１日（日） 9:00 ～ ふれあいハイキング 小川小学校出発 青少年センター 489-5909
１６日（金）15:00 ～ おはなし会 小川地区公民館 小川地区公民館 489-4511
１７日（土） 9:00 ～ 文化協会展【～18日 ( 日）】 文化センター 生涯学習課　　 489-5915
１８日（日 )
〃

午前中
10:00 ～

町民一斉清掃
フリーマーケット

町内各地
のかみふれあい公園

青少年センター
あすなろの会

489-5909
421-3655

２１日（水）14:30 ～ おはなし会 中央公民館 生涯学習課 489-5915
２５日（日） 9:00 ～ パークゴルフ大会「春」 のかみふれあい公園 生涯学習課　　 489-5915
３１日（土）
   〃

9:00 ～
10:00 ～

和歌山県ｹﾞｰﾄｺﾞﾙﾌ春季大会
フリスビードッグ大会【～６月１日 (日 )】

農村総合センター
のかみふれあい公園

学事･生涯学習室 
のかみふれあい公園 

495-9055
489-5300

5月

人の動き
総人口………… 11,462人
 　男　………… 5,334人
 　女　………… 6,128人
 世帯数………… 4,641世帯

（平成20年3月末現在）

紀美野町面積128.31km2

　新緑の５月。行楽やハイキングに絶好の季節を迎え
ました。
　近くの山々や公園を散策するのもいいですね。
　なお、ゴールデンウィーク中は、行楽地は車の量も
増えるうえ、疲れもたまります。くれぐれも安全運転
に心がけ、楽しく過ごしてください。

編 集 後 記

子どもたちに　いのち輝く明日を！！－守ろう平和憲法―

第５３回　和歌山県　母親大会
生命を生み出す母親は、生命を育て、生命を守ることをのぞみます。
２００８年　６月１日 (日 )
分科会　9：30 ～ 12：30　下津小学校
全体会　13：30 ～ 16：00 海南市民交流センター
※オープニング※　海南たんぽぽの会　和太鼓クラブ
「宴鼓（えんつづみ）」「和楽ばやし」
▼記念講演
「戦場から考える平和、そして憲法」
西谷　文和氏（ﾌﾘｰｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ）
※ｱﾄﾗｸｼｮﾝ※　うたごえオールスターズ「今こそ平和の歌を」
●参加協力費 500 円　●保育所あります（１家族 300 円） ●上ば
きをお持ち下さい。 
第53回和歌山県母親大会実行委員会　和歌山市小松原通３の２０ 
教育会館内 TEL/FAX 073-423-2261 後援/和歌山県・海南市・紀美野町

「ふれあい地域の声かけ運動」に
　　　　　　　　ご協力ください！
　紀美野町青少年育成町民会議では、子ども達の健やかな成長
を願い、地域の大人から進んで子どもたちへ声かけ（あいさつ等）
を行う「ふれあい地域の声かけ運動」を推進しています。町民
の皆様のご協力をお願いします。
実施日　月初めの児童生徒が登校する日

平成２０年　５月１日（木）　６月２日（月）　７月１日（火）　９月１日（月）
　１０月１日（水）１１月４日（火）１２月１日（月）
平成２１年　１月８日（木）　２月２日（月）　３月２日（月）４月８日（水）
実施時間　児童生徒の登校時間
              （午前７時３０分から午前８時３０分頃）
実施場所　通学路　学校校門付近
※「声かけ運動」のタスキを青少年センター（℡４８９－
５９０９）で用意しています。
　ご希望の方は、ご連絡ください。

2008・515



街頭啓発や自動車の整備点検を実施 !!
春の全国交通安全運動終わる

町道紀州サン・リゾー
トライン　供用開始！
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町道紀州サン・リゾー
トライン　供用開始！
　３月 26 日、町道紀州サン・リゾー
トラインの津川地区と井堰地区間（2.0
ｋｍ）が供用を開始されました。これ
で平成 11 年度に供用を開始している
０．６ｋｍと合わせ、２. ６ｋｍが全線
開通となり、平成大橋（大角地区）か
ら美里トンネル、上

じょうの し ろ

ノ城トンネル（延
長１，４１６ｍ）、真国トンネル（延長
２２０ｍ）を通って井堰地区まで３分
程度で結ばれます。
　地域の交通の利便性が向上するとと
もに、みさと天文台や美里温泉かじか
荘等をはじめとする周辺観光地と和歌
山、那賀地方、南大阪圏都市とのアク
セスの向上が図られ、町の活性化につ
ながると期待されます。

関係者が通り初めをして供用が開始されました。
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街頭啓発や自動車の整備点検を実施 !!
春の全国交通安全運動終わる

　４月６日から「子供と高齢者の交通事故防止」を運動の
基本として実施されていました春の全国交通安全運動が４
月 15 日に終了しました。期間中、街頭啓発のほか自動車
の整備点検及びシートベルト着用指導が行われ、交通事故
の防止を呼びかけました。
　また、９日には紀美野町シ
ルバー交通安全大学の開校式
が役場で開かれ、学長の寺本
町長から受講生 11 人に学生
証が交付されました。受講生
の皆さんは、今後、５回にわ
たって交通事故防止等につい
て受講されます。

街頭啓発（4月9日・動木地区）

交通安全推進パークゴルフ大会　開催 !!
　４月 14 日、のかみふれあい公園で第３回紀美野町交
通安全推進パークゴルフ大会が開かれ、高齢者１１２名
がパークゴルフを楽しみました。
　パークゴルフ大会の結果は次のとおりです。数字はス
コアです。( 敬称略 )

優勝された皆さん

春　

の

風
物
詩

生
石
高
原
で
山
焼
き

生
石
高
原
で
山
焼
き

東西コース 南北コース
【男性の部】
優　勝　花田　正巳（下佐々）51
準優勝　土橋　　勇（動　木）52
３　位　大石　千歳（小　畑）54
【女性の部】 
優　勝　尾嵜　冬子（釜　滝）55
準優勝　若林　和子（動　木）57
３　位　柳瀬　フジ（小　畑）59

【男性の部】
優　勝　桑添　龍良（動　木）52 
準優勝　中谷　常二（下佐々）53
３　位　若林　一寛（下佐々）53
【女性の部】
優　勝　田伏カヅヨ（下佐々）61
準優勝　中浦　年子（釜　滝）64
３　位　吉瀬　直子（長　谷）67


